－ 受賞者の声 －


	グランプリ
	梶田 (かじた)　瑞 (みず)稀 (き)
	大阪工業技術専門学校

	
この度、多くの作品の中からグランプリという大変光栄な賞を頂けましたこと、本当に嬉しく思います。

住之江公園は、どこを見渡しても緑に囲まれており、ちょっと座って休憩をしている人、
子供が遊んでいる風景、その風景を見守るお母さんなど、多くの人が利用していました。
公園管理もしっかり行われており、ここならではの休憩所は何だろうと考え、利用者はどのように使ってくれるのだろうかと想像を膨らませることで私の作品は完成しました。

私の作品を見てくださった方には「自分ならここでこんなことをするな」「こういう風に休むな」と想像しながらご覧になっていただきたいです。

文末ながら、グランプリに選んでいただきまして誠にありがとうございました。






	準グランプリ
	井上 (いのうえ)　仁唯奈 (にいな)
	大阪府立工芸高等学校

	
今回の作品では「都会の中で人が自由な姿で自由に休憩できる場所」を考えました。

都会は人の流れが激しいという印象がある為その「流れ」というイメージをコンセプトに取り入れ、建物をカーブさせることで視覚的に流れを表現しました。

私の将来の夢はデザイナーになることです。このコンクールで学んだ「人について考える」ことはデザイナーになった時一番必要になることだと思います。本コンクールで学んだことを活かして今後もより良い作品を作っていきたいと思います。

今回のコンクールで準グランプリを取れてとても嬉しく思います。





	優秀作品賞
	坂道 (さかみち)　幸 (ゆき)
	日本理工情報専門学校

	
この度は、このような賞をいただき、誠にありがとうございます。

優秀作品賞という素晴らしい賞を頂けたことを最初に知った際は「本当に私の作品が？」と、驚きがほとんどでした。しかし、プレゼンテーションに向けて準備しているうちに、少しずつ喜びの感情がわいてきました。
　
　こういった賞をいただけたことももちろんですが、自分の作品に目を留めて、見ていただいた方がいるということが一番うれしく感じます。

　プレゼンテーションの資料を作成する中で、自分が作品に込めた考えをまとめていると提出させていただいた作品は、まだまだ詰めが甘い部分が多いなと反省するとともに、もう一度改めて考える場を与えていただけたことに非常に感謝しております。

　今後、建築に関わっていく上で、間違いなく自分の背中を押していただけた良い機会となりました。この度は本当にありがとうございました。






	優秀作品賞
	香西 (こうさい)　菜々子 (ななこ)
	中央工学校OSAKA

	
この度は、優秀作品賞という光栄な賞をいただきありがとうございます。
まさか、私が優秀作品という賞をいただけると思っていなかったので、本当に驚きました。

今回のコンペティションではさしこむ光という作品を出して今までに学んできたことを活かした作品になります。

このコンペを取り組むことによって、敷地をどのように使って、どこに建物を配置するかなど考えをまとめるのが大変でしたが、自分の考えがまとまらない時は、先生方や友人の力を借り知識をつけ、建築の力が身についたのではないかと思います。

今後もこの経験を活かしてこれからの建築についての勉強をしていきたいと思います。




	佳作
	河瀬 (かわせ)　りか
	大阪府立工芸高等学校

	今回このような賞をいただけてとても嬉しかったです。三年間の学校生活最後のコンペなので思い出に残るようにと思い、自分の力を出し切りました。

この公園は年齢層が幅広かったので建物もすべての人が使用できるデザインにしました。私は木造が好きなので、自分の好きを詰め込んだ思い出に残る作品になりました。





	佳作
	一色 (いっしき)　果乃 (かの)
	近畿職業能力開発大学校

	
この度は、第 32回「あすなろ夢建築」大阪府公共建築設計コンクール「佳作」に選んで頂き誠にありがとうございます。

今回作品を制作するにあたり、テーマや現地調査を踏まえどんなコンセプトにするかを慎重に話し合う中で、植物の成長過程の中で人が協力したり、話をしたり間接的に関わる中で生まれるコミュニケーションを大切にして欲しいと考えました。

考えを形にすることに苦戦し、 沢山の先生方にアドバイスをもらいながらも自分の作品を作り上げることが出来ました。

この様な賞を頂いたことで、私にとって大変自信になり、建築に対する思いが強まりました。今後、設計課題に取り組む際は、今回得た反省点を踏まえ挑戦したいです。












[bookmark: _GoBack]
	奨励賞
	森 (もり)広 (ひろ)　多雄 (たお)登 (と)
	大阪工業技術専門学校

	
この度は奨励賞という素晴らしい賞を頂き、ありがとうございます。
　正直なところまだ驚いています。まさか自分がこんな名誉ある賞を頂くことになるなんて思いもしませんでした。この作品を評価して下さった皆様本当にありがとうございます。
　
今回初めて公園の休憩所という公共施設の計画に取り組ませて頂きました。今までは住宅設計ばかりで、初めての試みだったので不安もたくさんありました。ですがこうして奨励賞を取ることができました。この賞を頂いたことによって専門学校で学んできた2年間は間違ってなかったと改めて実感しました。

　将来は住宅設計の仕事に就こうと思っていましたが、公共施設の設計も少し興味が湧きました。やはり、建築の勉強をとても楽しいです。この経験をもとに立派な建築士になりたいと思います。本当にありがとうございました。






	奨励賞
	仁科 (にしな)　美 (み)優 (ゆう)
	中央工学校OSAKA

	
今の自分にできる最善を尽くした結果が形として表れたことを非常に嬉しく思います。

受賞された他の方々の作品に学ぶこともたくさんあり、これから先の作品制作において役立てることのできる新たな視点を加えることもできました。

達成感を覚える一方で、よりよい成果を出せたのではないか、さらにできることがあったのではないかと、自らの未経験さに基づく実力不足も痛感しています。

今の自分にとってはこれが最善でしたが、もし10年後同じ課題に取り組むことがあるなら、その時には今よりはるかに良い作品を仕上げられるよう、未熟な自分の現状を向上心へとつなげて、たゆまぬ努力を重ねていきたいです。




